
ICFは回復期リハビリテーションに関わるスタッフが、患者さん
の全体像を把握してゴールを考えるためのツールのようなもので
す。また回復期リハビリテーション病棟への入院の目的は機能向
上だけでなく、患者さんが退院後に残存機能を最大限に発揮して
楽しみや役割を持ちながら過ごせるよう訓練することにあります。
今回の学習会には看護師・介護福祉士・療法士・管理栄養士が

参加しました。講義の後には「ICFを活用するには」について
多職種で話し合い、「生きることの全体像の把握」の重要性を
皆で再確認しました。

今月の学習会報告 ～３階病棟編～

まなmemo

３階病棟では回復期学習会と題し、毎月２回の多職種学習会を
開催しています。また年に２回程度、拡大回復期学習会として規
模を広めて開催しており、８月には藤原医師の講義によりICF
（国際生活機能分類）について学びを深めることが出来ました。

学び

ICFを共通言語とし、これまで以上に退院後の患者さんの生活を見据えたケアや
リハビリができるよう、皆で考えスキルアップを目指していきたいと思います。
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抱負

【 自分の特性が分かる！ 「 ビッグ・ファイブ理論 」 （ ※ルイス・Ｒ・ゴールドバーグ氏提唱 ） 】

診断方法 各特性の５つのキーワードが、自分に当て
はまるかをチェックする。４つ以上の該当で
特性が 「 高い 」 、１つ以下なら 「 低い 」
と言えます。

ポイント どれか１つが高いとは限りません。複数の特性が高いこともあります。高い・低いの組み合わせで考えます。


